
「イミュニティ試験システム」の使用例

放射イミュニティ試験

ものづくり研究開発センター ※本設備は「公益財団法人JKA(旧日本自転車振興会)補助事業（R4)」により導入しました。

供試体に電波を放射し、誤動作や不具合がないかを確認します。

伝導イミュニティ試験

簡易放射エミッション測定 供試体から発生する電波を簡易的に測定します。ノイズ対策を確認しな
がらの測定に適しています。

使用装置：イミュニティ試験システム（(株)テクノサイエンスジャパン）、小型電波暗室(TDK-EPC(株))

供試体に「電源線」や「信号線」から電波ノイズを注入し、
誤動作や不具合がないかを確認します。

供試体から発生する電波を測定

CDNから電磁ノイズを注入

電波反射シート
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電波(MHz帯)を放射 電波(GHz帯)を照射
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3m法 限度値クラスB

アルミ板(グランド)電波吸収体
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